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ＩＴ企業誘致の取組

・東日本大震災後のリスク分散

（地震確率は全国最小地域）

・オフィス賃料等のコスト削減

（都内オフィスの１／３）

・東京日帰り圏内の好アクセス

（東京－北見 約２時間半）

・北見工業大学の理系人材確保

（首都圏の人材不足に対応）

「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」
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・４つの進出メリットを提示して、首都圏の IT企業を誘致

・2013年に制作した企業誘致パンフレット



北見工業大学と連携した人材回帰モデル

・インターンや共同研究に取り組みながら新卒者を採用
・川から海に出て数年後に帰ってくるサケモデルを推進

「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」
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進出企業３社との連携協定

「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

・総務省の「ふるさとテレワーク地域実証事業」に参加した

９社のうち、３社が自社でのサテライトオフィスを開設
・３社から申し出があり、地方創生に向けた連携協定を締結

地方創生に向けた連携協定締結式の様子
株式会社アイエンター
代表取締役 入江 恭広
東京都渋谷区渋谷2-14
資本金 3,000万円 社員数 225名

株式会社ズープスジャパン
代表取締役 渡部 佳朗
東京都千代田区神田和泉町1番地12-15
資本金 3,000万円 社員数 56名

株式会社要
代表取締役 田中 恵次
東京都千代田区麴町2-2-3
資本金 1,000万円 社員数 75名
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・ICT産業創出による地域の「稼ぐ力」の向上へ

・産学官が連携したICT産業創出プロジェクトを展開

「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

北見市ＩｏＴ推進ラボ（経済産業省）

・地方版ＩｏＴ推進ラボ 第4弾選定
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「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

ICT産業の創出に向けた開発事例
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・カーリングの姿勢推計システムの開発

・幼児ＡＩ見守りシステムの開発

・路面凹凸可視化アプリの開発

・市役所窓口でのＲＰＡの実証

・北見市IoT推進ラボが中心となり様々な実証事業を実施
・北見発のICT産業創出によるIT人材の集積を目指す



「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

ふるさとCo-Leadプログラム
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・ふるさとCo-Leadプログラムの受け入れラボ募集開始
・地方の中小企業と高度デジタル人材とをマッチング



「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

全体の流れ
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・ミートアップイベントで人材とラボとをマッチング
・フィールドワークツアーで人材と中小企業とをマッチング
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ミートアップイベント

8

・バーチャルオフィスツール「oVice（オヴィス）」を使⽤
・16人を3チームに分けて各ラボが地域紹介のプレゼン
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フィールドワークツアー
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・2泊3日のスケジュールで市内の中小企業5社を視察訪問
・視察先は地域経済牽引事業計画の承認企業を中心に構成



「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

フィールドワークツアー
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・高度デジタル人材6名と4社の中小企業がマッチング
・ビジネスプランの作成に向けて個別にヒアリング実施



「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

最終報告会（エース・クリーン）
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・木質蒸煮飼料「キャトルエース」を肉質向上だけではなく

牛から排出される温室効果ガスの削減に繋げる事業を提案



「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

最終報告会（環境大善）
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・牛の尿を原料とした100％天然素材のバイオ酵素消臭剤
｢きえーる｣のブランド価値向上のための公式アカウント



「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

最終報告会（桑原電工）
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・今年７月にオープンした｢KIT FRONT(キットフロント)｣の
ショールームを起点とした事業のロードマップを提案
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最終報告会（野々下農産）
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・エゾシカによる農業被害が深刻なため、デジタルを活用した

柵/罠の開発や、捕獲後に育成したシカの食肉事業を提案



・テレワークを契機とした｢企業｣と｢人材｣の集積化と、

先端技術と大自然が混ざり合う北海道の IT都市を目指す

「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」
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オホーツクバレー構想



お問合せは下記のご連絡先まで

【お問い合わせ先】

・北見市役所商工観光部工業振興課工業係

・電話 0157-25-1210 ・FAX 0157-26-2712

・メール hatarabu@city.kitami.lg.jp

「Okhotsk Valley - オホーツクバレー -」

オホーツクバレー：ホームページ オホーツクバレー：Facebook

16


